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16)CAH-PBCmixed type (7)1例

-当科経験例 と比較 して-

尾崎 和幸 ･五十嵐広隆
高橋 達 ･朝倉 均 (新潟大学第三内科)

症例は57歳女性.主訴は,心窟部痛,全身倦怠感,発

熱,血液検査上,トランスア ミナーゼ,IgG, ㌻ダロブ

りンの上昇,抗核抗体高値,鴫部 CTにて肝陣膝を認

めたため,当村入院.纏陸続検査.'･こて.undulatedliver

withm(,ukedreddishmarkings,組織にてC-AH-Pf主C

mixedtypeと診断 され てテロでド投与を開始. 卜ニラ

ソスアミナ-ゼ,㌢グロプリyの正常化をみた.当科経

験三症例の晦陸続所見はきわめて類似 しており.診断に

役立つと考えられた.寒疾患は,PBC で認められるよ

うな掻経感,薬療,コレステロ-ル･アルカリフォスフオ

タ-ゼ上昇などは軽度であり,Mか M4陽性,巌織学

的に CNSDC と慢性活動性肝炎の両者が認ムリーれ 治

療はステロイド授与が有効,などの特徴をもっている.

且7) 自己免疫性肝炎の経過中に発症 した間質性
肺炎の 1例

塩野 万明 ･一 ノ瀬千恵子
各務 博 ･大平 徹郎
市川 卓郎 ･寺田 正樹
原口過比宙 I:'::工 ∴ : ･

五十嵐健太郎 書畑 桝治郎 (同 消化器科)

症例は59歳の男性.平成6年 1月,両手の関節痛,令

身倦怠感,徽熟あり近医受診,肝機能異常を指摘された.

肝炎ウイルスマーカ-はすべて陰性,腹腔鏡下肝生検で

慢性活動性肝炎J)F7TT見あり. 抗核抗体陽性, 血清 IgG

値LT)上界,肝組織所Rより自己免疫性肝炎と診断.PSL

30mgの内服を開始 した.10mgに減量後より発熱あ

り.両側中肺野に浸潤即を認め.呼吸器科再入院.画像

所見,BAL 所見等の結果よEl.間質性肺炎と診断 し,

methyトPSL によるべ′して墳法を行った. 一度は症状

改善 したが,ステロイ ド減畳に伴い再燃 し,再度ステロ

イド大量療法を行い,寛解 した.

本症例では,白血球,血小板数の減少,骨破壊を伴わ

ない関節炎,抗核抗体陽性,皮膚症状が認められ SLE

の合併が強 く疑われた.SLE の診断基準を満たす何 ら

かの免疫異常状態が背景にあり,自己免疫性肝炎と間質

性肺炎の合併が生 じたものと思われた,

18)uDCA にて肝組織像の改善 がみ られたル

ポイ ド肝炎の 1例

菊地 博 ･畑 耕治郎
恩田 有作 ･五十嵐健太郎
月岡 恵 ･何 故朝
市井書三郎 r･:'･十 一一

症例は62歳女性.大腿骨頭壊死,変形性脊椎症の既往

あり.'92年頃から問敬的な肝歯髄異常を指摘一経過観

察中 トラソスアミナ-ゼの上昇傾向が認められ,'94.7.

8.当村に入院.入院時 卜::7ンてT′'ミ十一一王は自然に低

ンマ グt]7'lりン高値,LE細胞陽性.肝組織像より. ,L

ポ (卜肝炎と診断 した.肝組織は､門脈域へしり形質細胞

を中心とする強い細胞浸潤を認めたが,肝機能異常が一

過性であったため,既往歴を考慮 してステロイド投与は

行わず､LTⅠ)CA6OOmgdaI,投 !j-を行-1､た. 5FT'f=]後

の肝 生 検 像では炎症細胞が嘗榔 こ減少 していた. ･適性

型の自己免疫性肝炎をこ対 して,uDCA が有効である車

が示癒された.

19)当院 における自己免疫性肝 炎症例 の 検 討

五十嵐健太郎 憎 く雷 莞 錨 病院)

自己免疫性肝炎18例につき検討 した.発症年齢は,午

均 57.3歳,男女比 1:3.5であり,中高年の女性に多

かった,抗核抗体は 100%に陽性,抗平滑筋抗体は86%

に陽性であった.他の自己免疫性肝炎の合併率は33%で

あった.追跡期間は平均.1ff-:･.最短31日かl､-最長10年3

カ月であり,肝機能の推移をこより, 3つの病塾-の分類

を試みた.再燃寛解塾としたものは33%で,平均寛解期

間は 16.6カ月であった.一万,-適性塾は56%で,こ

れをさらをこ急性肝炎型と低値安定型に分けて考えた.こ

の群の一部はステロイ Ul治療を要 さなかった.さらに,

初診時より1ケ月前後で死亡した劇症塾も存在 した.ス

テロイド投与例は72%であり,ほぼ全例に有効だった.

軽症例の疾患分類および長期予後は今後の課確と考え

LLlわた.


